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Abstract：A 　building　was 　designed　by　a　perimeter−less　metkod 　for　bioclimatic　architecmre ，跏 d　the 　study 　was 　canied 　out 　in

order　to　search　for　an 　integrated　design　approach 　responding 　to　environmental 　and 　energy 　issues　after　the　Great　East　Japan

Ear【hquake．The　method 　aims　to　make 　use 　of 　local　resources 　and 　to　propose　new 　hybrid 　sustainable 　clean 　energy 　sources 　for

building．

The　arcl 廿tectural 　spaces 　designed 　by　the 　method 　were 　monitored 　and 　analysed 　by　post　occupancy 　evaluation （POE ）with

seven 　building　indicators．　The　post　 occ 叩 ancy 　 assessment （POA ）was 　conducted 　by　the　SD 　 method ．　It　 also 　included

se 血 一stmctured 　interviews，which 　were 　analysed 　by 　a　non −parametric　methOd ．

These　 results 　 were 　independendy　 analysed 　first，　then　they　 were 　triangulated．　They　indicated　 excellent 　feasibility　 and

sustainability 　in　terms　of 　energy 　consumption 　and 　levels　of 　bui且ding　operation ，　while 　the　end −users 　have　acknowledged 　the

positive　aspects 　of 　the　building　usage ，

Key 　words ：Indoor　environment ，Architectural　perimeter−1ess　method ，　Multiple　samplings ，SD 　me 山 od，

要 旨 ： 震災後注 目され る環境 ・エ ネル ギー
問題への 提案 と して、日本 建築 で培 わ れ て き た、地 域の 特 性 を活 か し

たペ リメーターレ ス 設 計 手 法 に よ る建 築 空 間 の 多 元 測 定 とユ
ーザー ・

ア セ ス メ ン ト分析を行っ た。

　本 研 究 で は 、入 居 後 の 評 価指標 と し て 7 項 目 お よ び の 測定、ユ
ー

ザ
ー・ア セ ス メ ン トを行 っ た。そ れ ぞ れ 結 果

を 組 み 合 わ せ て 検 討 を 行 な っ た 、

　 そ の 結果、評価指標 とユ
ーザーの 印象は 関連性が あ る と推測され る。

キーワード ：室 内環 境、ペ リメーターレ ス 設 計 手 法、多元 測 定、SD 法、

　　　　　　　　　1 ．は じめ に

　 2011年 3 月 11 日の 東 日本大震災と津波、そ の 後起 っ

た 原 発 事 故 に よ っ て 、エ ネ ル ギー
の 過 剰消 費 に 頼 っ た

く ら しが
一

変 した。人 間 は、全 環 境 の 諸 条 件 の 下 で の

生 存 ・生 活が 条件付 け られ て い る こ とか ら、望ま し い

健康社会の 創造を 目的と した時、生活環境 の あ り方を

基 本 か ら 検討す る こ と が 必 要 で あ る
D。それ ゆ え 、環

境負荷の 大きい 現代生活をふ ま え、自然 との 共 存 を展

開 して い た 時代の 建築に つ い て 考 え るべ きで ある。

　ペ リメ
ーターレ ス 設計手 法 は 日 本の 伝統的手 法に も

か か わ らず、建 物 の 近代化 と共に 消 えて し ま っ て い た

が 、震 災 後 の 環境や エ ネル ギー
問題 を抱 え る 日本の 現

状 を 顧 み た 時、新 しい 設 計 手 法 と して 現代に 提案され

る べ き手 法 と考 え られ る。本 研 究 にお い て 、現 代 の ペ

リメ
ーターレ ス 設 計手 法 と は 、外 気 と 内気 を床 下 で 混

合、外 気 と BF の 空 気 を 光の 井戸で 混合、木製建 具で の

自然換気 を行 な う設 計 手 法 の こ とで あ る。こ の 手 法 に

よ る建 物 の 性 能 と人 間 の 感 覚の 関係 を 明 らか に す る た

め、多元 測 定
Z｝を 行 な う。

2．1調査 対 象

2 ．方法
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　 評 価 指 標 7 項目の 測定は 、岐阜県美濃市に 木育モ デ

ル 園 と して 建 設 され た 木造 2 階建て の
一

時支援棟で 行

う。また、SD　za　3｝
は 、一

時支援棟の ユ
ー

ザ
ー

を対 象 と

して 行 う。

2．2 モ ニ タ リ ン グ 方法

　 入 居 後 の 評 価 指 標 と して 7項 目 をモ ニ タ リ ン グす る。

　評 価指標 5 項 目と して 、温 度、湿 度、床材 内 部温 度、

基礎躯体表 面 温 度 、床 下 空 気 流 量 の 測定 を行 な う。温

度、湿 度 は 30 分 ご とに、床 材 内部 温 度 、基礎 躯 体 表 面

温 度、床 下 空気 流 量 は 1 分 ご とに継続的 に測定 す る。

　評価指標 2 項 目 と して 細菌、真菌 を採 取 し、培 養 さ

れ た 菌を 数え る。

　測定機器 は Table　1 に示 す。

2．3SD 法

　 ユ
ーザー・ア セ ス メ ン トと し て 、保 育園 の 従 業 員 を

対象 に SD法を行な う。SD法 に用 い る形 容詞 対 は 7段 階

で 評 定す る。施 設に つ い て 10形容詞対、印象 に つ い て

10 形 容 詞 対、使 用 後 の 感 想 に つ い て 10形 容 詞 対 、合 計

30 形 容 詞 対 で 行 な う。

2．3 検討方法

　入居後 の 評価指標 と SD 法の 結果 を比 較す る。

　　　　　　　　　　3 ．結果

3．1 評価指標 5 項 目

　 温 度 、床 材 内 部 温 度 、基 礎 躯 体 表 面温 度 、床 下 空 気

流量 の 測 定 は、2013年 1 月 1 日か ら 6 月 30 日の 6 ヶ 月

間継続的 に 測定 され た。

3．2 評 価指標 2 項 目

　細 菌 と真 菌 の 採 取 は、2013年 7月 2 日 14：10〜15：23、

2013年 7 月 8 日 15：32〜16：15、の 2 回行な わ れ た。1F

遊戯室、1F広 縁 、　 BF 昼 寝 室、　 BF 台 所、　 BF 支 援室、　 BF

和 室 、BF トイ レ 1、　BF 広 葉樹 の 部 屋、　BF トイ レ 2 の 9

箇所で 採取された。そ れ ぞ れ 1分 間 40a吸引 し、培養 し

菌 を数 え 19あ た り に 換算 し た。結果 は Table 　2，　Table 　3

に示 す。

3．3 ユ ーザー ・ア セ ス メ ン ト

　SD 法は、被験者は 保育園 の 従業員で 保 育士 以 外 の 男

性 1 名、保育士 の 女性 18 名の 合計 19 名 を 対 象に 行な

わ れ た 。男性 1 名 は 保 育士 で は な い た め 、ま た 、保 育

士 の 女性 2 名は 記入漏 れ やエ ラ
ー

が あっ た た め 除外 し

た。データは保 育士 の 女性 16名 を採用 し た。

関連性が あ る と推測され た。

5 ．まとめ

　 分 析 は、ま だ行 な わ れ て い な い 。今 後 も、継続 して

モ ニ タ リン グ を行 な う。かつ 、調 査 対 象 の バ イ オ マ ス

エ ネル ギー
お よ び 電気の 使用 量、ソ

ー
ラパ ネル の 発 電

量の データ を収集する。また、SD 法 に つ い て は、質 問

票 に つ い て 検討 し、保 育園 従 業員 だ け で な く、他 の 利

用 者 に つ い て も調 査 を 行 な い 分析す る。

　 それ ぞれ の 結果 を 多元的に 分析す る。

Tab 且e　l 測 定 項 目 と測 定 機器

測定項 目 測定機器

1
　
　　
2

温度 ：

湿度 ：

DATA 　LOGGER 　TH −101

MICROTECHNO 　COP

3
　

　

4

細菌数 ：

真菌数 ：

Biotest　HYCON 　AirSampler　RCS

Cole−Parmer 　International

5
　
　

6
　　
7

基礎 躯体表 面 温 度 ；

床木材内部 温度 ：

床下 空気流 量 ：

MEMORY 　HiLOGGER

HIOKl　E．E．　CORPORATlON

Tab 且e 　2　細菌数

室名
細菌数 規

2J 田y 四133J 凵ly　2013
1lF 遵 戯 室 320 ， o

z 嚠F広 縁 600lm

， BF昼 寝 盡 4005  

48F 臼 所   400

5 日F 気帳蚕 5501 鋤
5 臼F 和 室 5黽oz40
7 日F トイレ1 520750

8BF 広 葉 樹 の 齢 屋 腸 o4 ゆo

9BF トイレ2 自εo520

Tab 且e　3 真菌数

塞名
真薗数〆22

」呵　20138 」凵Ψ跚13

1rF 竝 戯 室 24Do

21F 広 縁 160 の
3 臼F昼 寝室 アzo120
4 臼F 台所 20D3 跚
5BF 支援室 150 範
6BF 和 室 δoo40

7BF トイレ 1 1200

BBF 広 葉 樹 の 部 屋 1δ0o

9BF トイレZ 320o
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　　　　　　　　　　4 ．考察

　SD 法 の 結果 の うち ば らつ き の 少 な い 使 用 後 の 感 想 の

「ち ょ うど 良い
一

あ っ い 」 「快 適な
一

不 快 な」 「さむ い

一
ち ょ うど 良 い 」 と評 価 指 標、ば らつ きの 少 な い 施設

に つ い て 「臭 い
一

臭 くない 」 と細菌数 お よび 真菌数 は
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